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自らを鍛え、支援に応える ～アスリートの雄姿～ 

                              校長 青木 雄二 

 酷暑が続いた夏季休業が終わり、子どもたちの明るい声が校門に響いた今朝でした。全校朝会に

皆の元気な顔がそろったことは何よりうれしいことです。猛暑の中、8月４～６日に 6年生が日光

高原学園において、日光の歴史に触れ、戦場ヶ原を歩き、友達と宿舎で寝食を共にして親交を深め

ることができました。その中で誰も体調を崩すことがありませんでした。これも本当に有難いこと

です。引き続き、安全の確保に最大限の配慮をしてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

さて、この夏は天候だけでなく、各スポーツ大会も「熱い」場面が数多くありました。女子サッ

カーＷ杯・高校野球甲子園大会・世界陸上・今まだ続くバスケットボールＷ杯。日本選手や代表チ

ームの活躍に感動して、ＴＶ画面が涙で滲むこともありました。何度も選手の超人的なパフォーマ

ンスに驚愕しましたが、選手の礼を重んじる態度や周囲への感謝を表すインタビュー、後追いの報

道で知る裏のエピソードなどの「人間性」に心打たれることが多く、記憶に残りました。 

最も鮮明なものはバスケットＷ杯の選手についてです。日本代表「あかつ 

きジャパン」は惜しくも１次ラウンド敗退しましたが、フィンランドから大 

金星を上げ、国際試合で初めてヨーロッパのチームに勝利しました。この試 

合で大活躍した河村勇輝選手は、１７２ｃｍの身長ですが、俊敏な動きでド 

リブルを仕掛け、２ｍを超える大男たちの壁を切り裂いたり、正確無比な３ 

ポイントシュートを次々と決めたりしました。こうした運動能力やテクニッ 

クは強豪高校の猛練習に加え、自ら課した厳しい自主練習の賜物のようで、 

周囲の取材によれば、この姿勢は小学生の頃からとのことです。また河村選手は、6月の国内リー

グの表彰式で新人賞に加えてＭＶＰを受賞した際、多忙だった両親の代わりに面倒を見てくれた祖

母の手紙の朗読を聞き、バスケットに打ち込む環境づくりへの感謝や、病気で高齢でも必死で生き

る姿を見て、自身も挫けないように励みにしていることなどを涙ながらに語っていました。 

こうした姿勢は稲田の子どもたちにも培いたいものです。やらされるのではなく自主的に取り組

み、自ら成長する。多くの人と助け合い、支え合っていく自覚をもち、感謝の意を自身の伸長へ昇

華する。ちなみに日本代表は昨夜の 17位以下順位決定戦でも大逆転勝利を収め、パリオリンピッ

クの出場権（アジア枠１位）に大手をかけました。この後も惜しみない声援を送ろうと思います。 

 9月の予定 

日 月 火 水 木 金 土 

3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 9 日 

  プール納め 委員会 

5時間授業1234年 

あいさつ運動始 

たて割り班会議 

教育実習始（院生） 

代表委員会 

安全指導 

たて割り班遊び 

巡回指導始 

児童集会 

 
 

クラブ あいさつ運動終 

おはなし会 

水道キャラバン４年 

水泳指導終 

土曜公開授業⑤ 

３時間授業 

道徳授業地区公開講座 

学校公開(1・3 校

時)意見交換会（２校時） 

10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 

  水曜時程（５時間授業） 

（モジュールなし） 

岩井自然体験教室事前健診 

 

岩井自然体験教室５年 

４時間授業  

 
教育実習終（院生）   

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 

  敬老の日 ４時間授業 写生会 

保護者会 白衣点検 

PTA運営委員会 

脊柱側わん検診５年 農業体験（サブ 

ファミリー）5 年 

町探検２年 秋分の日 

24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 

  写生会予備日   児童集会 全校遠足 お弁当 

５時間授業 

SC５年生面談終 

４時間授業・水曜時程 

  

10月１日 ２日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 

都民の日 あいさつ運動始 

読書週間始 

時間授業 1234 年 

安全指導 委員会 

全校遠足予備日 児童集会 

 

体育朝会 終業式 

あいさつ運動終 

PTA稲田まつり 

秋季休業 

～９日（月） 

 学校だより 

令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日 

北 区 立 稲 田 小 学 校 

校 長  青 木  雄 二 

 


